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近年、コロナ禍でのつながりの希薄化による

自殺者の増加や高齢者の孤独死など、孤独に関

連する社会的問題が増加傾向にある。孤独感は

自己調整能力（Baumeister et al., 2005）や注意機

能（Cacioppo et al., 2000）を低下させること、抑

うつとの高い相関を示すこと（相川他 , 2007）が

報告されている。 

孤独感による心理的機能低下や幸福感の低下

を防ぐためには、孤独感が生じる要因を明らか

にする必要がある。その手掛かりとして、

Winnicott (1958) による「ひとりでいられる能力  

(capacity to be alone; CBA)」が挙げられる。この

CBA が高い個人の幸福感が高いことが報告され

ているが  (Larson, 1997)、CBA の構成概念につ

いて議論が残されていた。  

野本(2000)は、Winnicott の提唱した CBA の概念

整理を行い、CBA が孤独不安耐性、くつろぎと

孤独の希求、他者とのつながりの感覚、個別性

に対する気づきの 4 因子によって構成されるこ

とを報告した。野本による CBA の構成概念を満

たす個人では幸福感が高いと予想されるが、そ

の機序は明らかではない。そこで本研究では、

CBA が個人の認知的特徴である孤独の捉え方に

影響を及ぼし、その結果幸福感を高めるという

モデルを仮定し、これを検証することを目的と

した。 

《方法》 

調査対象者：103 名(男性 25 名、女性 76 名、そ

の他 2 名、平均年齢 21.4 歳、SD = 1.24）に対し

てオンライン調査を行った。 

使用尺度：3 つの尺度を使用し、すべての尺度に

ついて確認的因子分析を行った。その結果いず

れの尺度においても高い適合指標が得られた。

また各尺度の下位因子ごとにα係数を求めた。  

 ①CBA を測定するために野本  (2000)のひとり

でいる能力尺度  (26 項目 5 件法) を使用した。

孤独不安耐性の低さ (α= 84)・くつろぎと孤独

欲求 (α= 82)・つながりの感覚  (α= 83)・個別

性に対する気づき(α= 65) の 4 下位因子からな

った。②孤独に対する認知的特徴を測定するた

めに大東他 (2009) の孤独に対する捉え方尺度 

(18 項目 7 件法) を使用した。否定的評価  (α= 

91)・肯定的評価  (α= 88)・自己成長機能  (α= 

78)の 3 下位因子からなった。③幸福感を測定す

るために伊藤他 (2003)の主観的幸福感尺度 (9

項目 4 件法) を使用した。本来 4 つの下位因子

からなるが、伊藤と同様に全項目を使用(α= 84)

して主成分分析を行い、主成分得点を求めた。 

《結果・考察》 

各尺度の下位因子間の相関分析を行った。そ

の結果、主観的幸福感と孤独・不安耐性の低さ

との間に負の相関が、それ以外の CBA の下位因

子との間に正の相関が認められた。このことは

おおむね先行研究の結果と同様であった。 

CBA が孤独の捉え方に影響し、その結果が幸

福感に影響を及ぼすという仮説を検討するため

に、CBA の下位因子を説明変数、孤独の捉え方

の各下位因子を目的変数とする重回帰分析、お

よび孤独の捉え方の下位因子を説明変数、主観

的幸福感の主成分得点を目的変数とする重回帰

分析を行った（Figure 1）。その結果、CBA の孤

独不安耐性の高さが否定的評価の高さを、くつ

ろぎ・孤独欲求の高さ自己成長機能の高さをそ

れぞれ予測した。また、肯定的評価と否定的評

価の高さが主観的幸福感の低下を予測した。こ

れらの結果から、孤独不安耐性が低い個人は、

孤独を否定的に捉え、主観的幸福感を低下させ

る可能性を示した。また個別性への気づきは、

孤独の捉え方を媒介せず主観的幸福感を予測し

たことから、個別性への気づきがどのように幸

福感の向上に影響するのか検討する必要があ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 
Figure 1 重回帰分析の結果に基づくパス図 

 

** p  < .01, * p  < .05, † p  < .10

孤独不安耐性の低さ

くつろぎ・孤独欲求

つながりの感覚

個別性への気づき

CBA 孤独の捉え方 主観的幸福感

主観的幸福感

　　　  R² = .15

　　　  R² = .24*

　　　  R² = .34**

肯定的評価

自己成長機能

否定的評価

β = .46*

β = .53**

β = -.56*

β = -.64*

孤独の捉え方から

R² = .17†

CBAから

R² = .44**

β = .49**

tk
Typewriter
中国四国心理学会論文集第55巻

tk
Typewriter
48


